
 

 

 

 

 

 

平成 20 年 3 月 21 日 

京 丹 後 市 役 所 

 

■人事異動者数と職員数、係長級以上の異動者名簿 

 ◇行政事務等の異動者 １１０人（うち管理職異動者４３人） 

 ◇保育所、消防、学校、病院等を含めた全体の異動者 ２３８人 

  （別紙のとおり） 

  

■行政事務関係の主な内容について 

①市長・市議会議員の選挙を控え、今回は組織改革を行わず、減員数を事務

の見直しや民間委託でカバー。 

 ・市民局の水道施設管理事務を本庁水道課に移行 

②部長級退職者の補充昇格をせず、５市民局長を兼務とした。 

 ・弥栄市民局長以外は、部長の兼務とした。 

③課長級退職者の補充昇格をせず、２衛生センター長は環境推進課長の兼務

とした。 

④選挙後の新体制で組織・機構の検討を行うこととし、管理職・一般職とも、

最小限の異動とした。 

⑤適材適所による人事の刷新及び市民局と本庁機能との人事交流も図った。 

⑥職員研修として、新たに京都府（自治振興課）に１人を派遣。 

⑦税務共同化に係る広域連合設立準備のための事務に１人を派遣。 

 

 

※報道解禁は３月２７日（木）朝刊以降でお願いします。 

 

人事課 ℡69-0150 
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